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韮崎市では、市立北東小学校建設に伴う宮ノ前遺跡の調査をはじめ、これ

までに県営圃場整備等の公共事業に係り、多くの遺跡が発掘調査され貴重な

文化財が発見されており、近年では公共事業ばかりでなく民間の開発に伴う

調査も増加しつつあります。この度発刊された本報告書は、このように埋蔵

文化財発掘調査件数の増加するなか、民間の宅地造成事業に先立って平成 4

年度に発掘調査された、宮ノ前第 3遺跡の報告であります。

宮ノ前第 3遺跡は平成元年～ 2年に調査された宮ノ前遺跡の東側に位置し、

大型の竪穴住居址や礎石をもつ竪穴住居址、蝦冶遺構を伴う竪穴住居址など

注目する遺構が発見されました。出土した遺物は平安時代の土器が主体とな

っていますが、鉄器も比較的多く出上しています。特に今回の調査では県内

で初めて漆紙文書が確認されました。遺構や遺物の詳細は報告文に譲ります

が、本遺跡から発見されたものは当時の生活や文化を知る上で貴重です。こ

れらの資料を文化財として永く後世に伝えて行きたいと思います。本報告書

が我々の先人の生活と歴史をときあかすための手助けになればと願っており

ます。

最後に、遺跡の発掘調査並びに報告書作成に伴い、多大なる御理解と御協

力を賜った関係諸機関及び関係者の皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成 5年 3月 31日

韮 崎 市 遺 跡 調 査 会

会 長 内 藤

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教 育 長  功  刀

登

幸 丸
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1 本書は、山梨県韮崎市藤井町駒井字宮ノ前2219-1番地・ 2223番地に所在した宮ノ前第 3遺

跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、清水不動産株式会社による宅地造成工事に係り行われた。

3 遺跡の名称は、平成元年～ 2年に実施された宮ノ前遺跡発掘調査から数えて、字宮ノ前地域

における3回目の調査であることから「宮ノ前第 3」 を遺跡名とした。

4 発掘調査は、清水不動産株式会社から委託を受け、韮崎市遺跡調査会が実施した。調査組織

は汚Jに示すとおりである。

5 整理作業及び報告書作成にかかわる業務は山下孝司が担当した。整理者は青山みち枝 。有賀

京子・石原ひろみ。小野初美 。清水由美子・深沢真知子・三井福江である。

6 本書の編集並びに執筆は山下が行った。

7 漆紙文書の判読等は、目立歴史民俗博物館教授平川南先生に依頼し、それについての原稿執

筆もしていただいた。

8凡  例

① 遺構の番号は発掘調査現場において付けたものである。

② 縮尺は各挿図ごとに示した。挿図中のドットは焼上をあらわす。

③ 遺構断面図の水糸標高 (m)は数字で示した。

④ 挿図中の穴等の数字は床面及び確認面からの深さを表す。    ・

⑥ 挿図断面図の~は 石をあらわす。

⑥ 歴史時代土器断面、自ぬきは土師器、黒は須恵器、網点は陶器をあらわす。

⑦ 写真図版中遺物に付けられた番号は、実測図の番号と対応する。

9 発掘調査及び報告書作成に当たっては、多くの方々から御指導・御協力・御鞭撻をいただい

た。一々御芳名を上げることは避けるが厚く御礼を申し上げる次第である。

10 発掘調査・整理によって出十並びに作成された遺物及び資料は、韮崎市教育委員会において

保管している。

調 査 組 織

1 調査主体  韮崎市遺跡調査会

2 調査担当  山下孝司 (韮崎市教育委員会社会教育課)

3 調査参加者

岡本嘉―・小田切絹江・小沢高恵・小沢千代子・小沢治代・岡本保枝。長島昌子・小沢久江・

志村冴子・小沢栄子・ 深沢真知子・石原ひろみ・小野初美・有賀京子 。三井福江・小田切昭

子 。名取房子・清水由美子

4 事 務 局 (韮崎市教育委員会社会教育課)

教育長 功刀幸丸、課長 福田国夫、課長補佐 長野栄太、係長 深沢義文、雨宮智子 。筒
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I 発掘調査の経緯と概要

1 発掘調査にいたる経緯

平成 4年 5月 に清水不動産株式会社から、韮崎市藤井町駒井字宮ノ前2219-1,2223番地の宅

地造成開発に関して事前協議が韮崎市教育委員会にあった。当該地域は宮ノ前遺跡の周辺でもあ

り、現地を踏査したところ遺跡の存在が予想されたため、本市教育委員会では直ちに遺跡有無確

認の試掘調査を行ったところ土師器破片が出上し、遺跡の存在を確認した。その結果、県教育委

員会学術文化課の指導を受け、本市教育委員会と会社側で協議を行い、遺跡名を宮ノ前第3遺跡、

調査主体を韮崎市遺跡調査会として、造成工事に先立って面積約 1,200Hrを対象として発掘調査

を行い、記録に留め永く後世に伝えることとした。

2 発掘調査の概要

発掘調査期間 平成 4年 6月 25日～ 8月 12日

調査は原則として調査区域内だけで排土の処理を行わなければならなかったので、先に南側部

分の排上を北側に盛って調査し、次いでそれが終了した時点で上を南側にかえし北側の調査を行

うこととした。排土作業は、土砂崩落の危険があるので地籍の境界よりlm乃至 2m内側の上を

残して重機により基本的に遺構確認面まで下げた。地形等を考慮し測量の基準として、任意に5

m間隔の方眼を南から北へA・ B・ C………、東から西へ 1・ 2・ 3………、と設定し、鋤簾等

を用い精査を行い遺構確認後掘り下げを行った。また随時補助的試掘濤を設定し、遺構の確認等

を図った。

調査区域内の上層堆積状況は、南東側で観察すると1バラス・ 2

耕作上・ 3暗赤褐御.+(鉄分を含む)・ 4暗褐色上・ 5褐色土 (鉄

分沈着土層)・ 6黒褐色土・ 7暗褐負+・ 8砂・ 9暗褐色+。 10に

ぶい黄褐色砂となっていた。遺構は黒褐色土層・暗褐色土層中に掘

り込まれ地表面から60clll前後を確認面とした。

調査区域は南北方向が長い長方形の範囲で、遺構は南側には確認

されず、中央部分から北側にかけて発見され、北西側には斜めに凹

地が横切っていた。発見された遺構は、竪穴住居址 6軒、掘立柱建

物址 1棟である。

平成 4年 6月 25日～ 8月 12日 の調査についで遺物等の整理作業を

行い、報告書作成までの作業が完了したのは、平成 5年 3月 であっ

た。
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡の立地

宮ノ前第 3遺跡は、山梨県韮崎市藤井町駒井字宮ノ前地内に所在した。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置し、甲府盆地の北西端を占めている。市内を貫流渉る釜網 H・

塩川により、地形的にほぼ山地・台地・平地の三地域に分けられる。

宮ノ前第 3遺跡の所在した塩川右岸の氾濫原は、翻 IIの侵食によって造られた茅ガ岳山麓の断

崖と七里岩台地東側の片山とに換まれた低地性の平地となっている。この平地は通称藤井平と呼

ばれ、地内を貫流する黒沢川・藤井堰により水利がよく、肥沃で豊かな水田地帯が広がっている。

また、『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中條、下條、韮崎等ノ数村ヲ里人藤

井ノ庄五千石卜云」と記載があり、古くから穀倉地帯であったことが窺える。当該地帯は工見平

坦地の様相を呈してはいるが、地形を観察してみると、度重なる氾濫によって自然堤防状の微高

地が所々に発達していることがわかる。藤井平は、このような微高上に遺跡が点在しており、宮

ノ前第 3遺跡は標高約386mの水田下に発見された。

2 周辺の遺跡

Ⅲ 遺跡の地相概観

宮ノ前第 3遺跡は、塩川右岸氾濫原の微高地上に立地する。位置的には鳥居集落の南西端にあ

たり、宮ノ前遺跡 (現市立北東小学校)か ら東へ 200m程離れている。遺跡の周囲は北から東側

にかけて梨畑、その東側には新興住宅地が形成され、西側は宅地と水田、南側には昭和61年度に

発掘調査された菫の前遺跡があったが、現在は国場整備事業の終了した水田が広がっている。

需 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

① 宮ノ前第 3 奈良・平安

② 宮 ノ 前 縄文・弥生・奈良・平安 平成元年～平成 2年 韮崎市遺跡調査会調査

③ 宮ノ前第 2 奈良 。平安 。中世 平成 2年度 韮崎市教育委員会調査

④ 後 田 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 昭和63年度 韮崎市教育委員会調査

⑤ 下 横 屋 弥生・平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査

⑥ 中 道 縄文・ 平安 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

⑦ 中国小学校 縄文・弥生・奈良・平安 昭和59年度 韮崎市教育委員会調査

③ 駒 井 昭和60年度 山梨県埋蔵文化財センター調査

③ 坂 井 縄文前期～晩期 志村滝蔵『坂井』 地方書院 昭和40年

⑩ 坂 井 南 古墳・平安 昭和57・ 58・ 60年度 韮崎市教育委員会調査
平成 4年度 韮崎市遺跡調査会調査

-2-



第2図 宮ノ前第 3遺跡①と周辺遺跡位置図  (1:50,000)



第 3図 宮ノ前第 3遺跡位置図
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第 4図 宮ノ前第 3遺跡全体図  (1/300)
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Ⅳ 遺 構

調査区域は南北方向が長い長方形の範囲で、遺構は南側にはあまり確認されず、中央部分から

北側にかけて発見され、北西側には斜めに凹地が横切っていた (第 4図 )。 北西側を斜めに横切

る凹地は試腕用小溝で土層を確認したのみであったが、水が流れた形跡がなく水路としては認め

難く性格は不明である。調査によつて発見された遺構は、竪穴住居址 6軒、蜘 1棟で、

竪穴住居址は平面形態が方形乃至長方形を呈するもので、規模は一辺8m前後・ 6m・ 3m50cm

の大中小の大きさが見られる。なお、 2号住居址は焼土まじりの暗褐缶+を確認し住居址として

掘り下げを行ったが、床面や壁が検出されず焼土まじりの上を撒いた箇所と判断した (位置は第

4図参照)。 また、8号住居址は遺構確認作業に際して土器の出上と床面が発見されたものであ

るが、削平されてしまっており竪穴住居址遺構として明確に把握することが出来なかった (位置

は第 4図参照)。 これら幻となった遺構以外について以下にみていくこととする。
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第 6図 3号住居址平・断面図  (1/90)

<1号住居址> (第 5図 )

1号住居址は調査区域中央西側に位置する。南北方向に8m50clll程 の規模があり、遺跡内で最

大規模の竪穴となっている。西辺は未調査であるが、方形の平面形態であろうと思われる。確認

面からの深さは55clll前後と深い竪穴となっている。周滞は南側のみにあった。カマドは東壁に作

られるが、破壊が著しく粘土と焼上が確認されたがその形態の把握が困離であった。また焼上が

2カ所から検出されたので作り替えの可能性もある。柱穴は4本確認された。南西隅は7号住居

址とした竪穴の落ち込みが確認された。

<3号住居址> (第 6図 )

3号住居址は調査区域北半分中央に位置する。東西 7m50cm、 南北 6m50clll程 の規模で、平面

形態は長方形である。本住居址も大型の竪穴となっている。壁は外傾しながら立ち上がり、確認

面からの深さは30～50cm前後で、南側が浅い。カマドは東壁に構築され、規模は2mX2m程 で

石を用いたものと思われるが、遺存状態は良好ではなかった。住穴は無い。床面はほぼ平坦で、

壁際に周濤がめぐる。
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|>即
`T歳

所鋭

kヽ
第7図 4号性居址平・断面図 (1/90)

ィ
川
伴
―
Ｉ
Ｔ

第 8図  5号佳居祉平・ 断面図  (1/90)
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<4号住居址> (第 7図 )

5号住居址を切って構築される。一辺6mで方形の平面形を呈する。確認面からの深さは50cm

前後。床面はほぼ平坦。柱穴は無い。カマドは東壁に石と粘上を用いて作られる。床面中央西よ

りには白色の粘性をもった上の入り込んだ小穴と、その北側に楕円形の範囲に焼けてガチガチに

堅くなった床面があった。本址からは輔の羽日・鉄滓が出土しており、鍛冶に関連する遺構であ

ろう。

杵~~―――十一――――角m
96T`988′ A

第 9図 6号佳居址平・ 断面図  (1/60)

0       2m

―7号佳居址平・断面図

lk

(1//90)

ウ     Cヴ

第10図
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<5号住居址> (第 8図 )

5号住居址は調査区域北半分東端に位置する。北西の一部分が4号住居址に切られている。東

側は未調査。調査部分の南北で約 7m70cmの 幅をもつ。確認面からの深さは60cm程である。住穴

は無いが、石が規則的な問合で床面部分から3カ所に発見された。位置からみて柱を受ける礎石

であろうか。壁際には周濤がある。床面は平坦であるが、南側は壁際からl m20cm前後の幅で凹

んでいる。

0       2m

96T`988′ Э

A′ 385,196

∪
、
∞
∞
仰
ド
Φ
ω＝

――
伴
―
Ｉ
Ｔ ]PI 

｀
し

「

~ヽ
/

第11図 1号掘立柱建物址平・断面図 (1/90)

I   キ
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<6号住居址> (第 9図 )

6号住居址は調査区域北辺に位置する。北側は調査区域外で未調査である。南西側は凹地と重

なり壁は不明瞭であったが、東西約5m程度の規模であろうか。平面形は方形乃至長方形であろ

う。カマドは東壁に作られ、石で構築し煙道の掘り方が突出した形態を呈する。床面はほぼ平坦、

柱穴・周濤はない。

<7号住居址> (第10図 )

7号住居址は1号住居址の南西隅に位置する。柱穴・周濤はない。南北 3m50cm程の規模の落

ち込みで、東側に石の集まりと焼土が確認されたためカマドの跡とし住居址であろうとしたが、

性格は不分明である。

<1号掘立柱建物址> (第11図 )

掘立柱建物址は一棟のみで、調査区域中央から東南側に寄った所に位置する。南北方向に長軸

をもつ 2間×3間の側柱建物である。2間側の中央柱穴部分はやや内側に寄っている。北側中央

柱穴穴底からは、伏せた状態の皿がつぶれて出土した (第39図 4)。

V 遺   物

調査の結果出上した遺物は、奈良・平安時代のものが主体となっている9遺構から出上した遺

物を中心に紹介し、一覧表でみていこう。

<1号住居址出+憎物> (第 12・ 13・ 14・ 15016・ 17・ 18図)      (単 位 cm)

需 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(内面。外面) 整形・特徴。その他
器高・口径・底径

l 須恵器 蓋
紐径 2.2

4.2, 166,   一
日・ 赤・ 黒 也屈 十
を合 む

灰色 偽零三盤馨上羞傘ヱ撰皇詠戻半撫
で

1/4残

2 須恵器 蓋
紐径

4.3, 15.5,
白。赤色粒子、雲
母を合む 灰自色 偽譜±叢命晶卍終涌下

半撫で
   1/3房

3 須恵器 蓋
盤径 2.5

4.2, 17.3,   T 白色粒子を含む 灰色
外面一体部上半ヘラ削り 盤部一擬

多殆選

4 須恵器 蓋
姐径 21

42, 16.0.   ―
白・黒色粒子を含
む

灰色 偽屠三撫馨
上羞象ヱ製皇渫戻半撫

で
 完彫

5 須恵器 蓋
盤径 2.9

4.0, 16.2,   一 雇魯吾
・赤色粒子

灰色 食署三熱薄
上
諭 ヱ製皇詠

香香彗二部難

6 須恵器 蓋
4.4,

EL径 2.9

15,9,   一 自色粒子を含む
,

灰色
外面一体部上半ヘラ削り

 轡薮轟堡覇交塔

7 須恵器 蓋
睡 2.5

2.8, 135,   一
白・黒色粒子を含
む 灰色 合留三範薄

上
逝象ヱ製≧珠碩半撫

で
1/4残

須恵器 蓋
錘 径 g魯暑・赤色泣子灰色 禽目三鎮導

上半ヘラ削り、下半撫で
1/4残

須恵器 蓋 ―,18,0, 一 白・黒色粒子を含
む 灰色 食需

=嬢
薄
上半ヘラ削り、下半撫で

1/5残

須恵器 蓋 ―, 226,   一 白・黒色粒子を含
む 灰色 食需載 警

半ヘラ削り、下半撫で
ッ 6残

須恵器 蓋 ―, 16.5, 一 日・ 黒也Tllfを冨
ど, 灰色 禽吾三鑢馨

上半ヘラ削り、下半撫で
1/5霧

須恵器 蓋
霊径 1,9 白・黒色粒子を含

む 灰色
外面―ヘラ削 り 内面一撫

昂

須恵器 蓋 15,7, g魯愚・赤色粒子灰色
外面一体部上半ヘラ肖uり    、 1/4残

須恵器 蓋 ―, 17.2, 一 白色粒子を含む 壊ぶ溌奮褐色 偽目
=無

薄
上半ヘラ削り、下半撫で

ッ 5残
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番号 種 類 雛
法  量

胎  土 色調(内面・外面 ) 整形・特徴。その他
器高・口径・底経

須恵器 訥
皿

2.4, 11,9    - どき悉・亦巴肛十にぶい橙色、灰色 外面一撫で 内面一撫で
      破片

須恵器 不 gき吾・赤色泣子浅黄橙色、灰白色 底部一回転糸切り痕
口縁部一部欠損

須恵器 邦 3.6, 112,  68 日・ 赤色種子を含
む 灰白色、浅黄橙色 底部一回転糸切り痕

1/2雰

須恵器 邦 4.2,
日・ 黒 巴 狂 十 を 言
む 祭言要岳こ 部

に底部一回転糸切り痕
完形

須恵器 不 41, 127,  8.0 白色粒子を含む 雹色、底部浅黄橙内外面一横撫で 底部一回転ヘラ肖J紗
5残

須恵器 郷 4.1, 12.4,  6.2 自・黒色粒子を含
む 径子炭自己

み部橙底部一回転糸切り痕
        完形

須恵器 邦
白・赤色粒子を含
む 灰色

底部一回転糸切り痕
1/2残

須恵器 邦 3.6, 11.8, 星さ悉
°亦巳屈十にBL・ い黄橙色 底司S一 凶睾汚糸VJり 浸

1/5残

須恵器 郭 4.0, 13.2,  8.0 白色粒子を含む 灰色 底部一回転糸切り痕       2/5残
須憲器 郵 13.8, 自色粒子を含む 灰自色、灰色 1/3娠

須恵器 邦 4.3, 13.6,  7.0
8・
黒色粒子を含灰白色 底部一回転糸切り痕

1/2残

須恵器 邦 38, 11.0,  6.4 査暑粒子、砂粒を浅黄橙色 内外面―横撫で 底部一回転糸切り
写九残

須恵器 郷 3.6, 134, 日・ 黒 巴 種 十 を 冨

む 白灰色 円 外 国 一積 撫 で

1/4残

須恵器 郷 130, 白・黒色粒子を含
む オリープ灰色 底部一回転糸切り痕

1/4残

須憲器 邪 4.5, 13.0,  8.4 白色粒子を含む 決と
―ブ灰色 底部一ヘラ削り

須恵器 郭 42, 143, 砂粒を合む 灰自色、一部灰色 畷部一ヘラ削り 磨滅により器面がザラつ
いている             1/3残

須恵器 郭 ―,126. ― 白色粒子を含む 灰白色 客
外国―積赳で /1・回杯

啓擾覇見森爺れ砕
須恵器 蕗 ―. ―. 90 白色粒子を含む 灰色

舟舎蕃
―横撫で 底部一回転糸切

患轟破片

須恵器 聯 238, 白色粒子を含む 灰色
内外面―横撫で 底部―ヘラ削り 付

属農

須恵器 蕗 ―, 一, 79 白色粒子を含む オリープ灰色
灰色

‖り出し島含
         底部破片

須恵器 球 4.5, 21.0, 16.9 白・黒色粒子を含
む 灰自色

底部一回転ヘラ肖uり 付同台
2/3彊

須恵器 蒔 5.3, 13.5,  7.8 白色粒子を含む 灰色
底部一回転糸切り後、外周を削って高台が
つけてある           2/3残

須恵器 蒔 6.0, 15.0,  8.0 白色粒子を含む 灰色
底部一回転糸切り後、付目台

1/4残

須恵器 爾 ―, 一, 7.6 日・ 黒巴狂十を冨
む 灰色 母舎留

~積殻で 底』i―凶猛糸切
農簸破片

須恵器 講 15,7, 白色粒子を含む 灰色 癬讐薯
―積撫で 底部一回転糸切 り

彿 駆

須恵器 蕗
粗い白色粒子を含
む 褐灰色

容舎薯

一横撫で 底部一回転ヘラ
選魏破片

須恵器 論
郭

6.0, 14.0,  7.4 白,黒色粒子を含
む 灰黄色、灰白色 1/3残

須恵器 蕗 14.8,
日・黒ET■ifを奮
む 灰色

底部一回転ヘラ削り 付高台
3/4残

須恵器 鉢 ―,12.0, 一 椒箇 で 日・ 黒 巴種
子 を合 む 褐灰色 内外面一横撫で 目然釉がかかっている

口縁部～顕部破片

須恵器 甕 ―, 37.6,  一 自色泣子を含む 灰 色 降及 して い る        日縁 部 破 片

須憲器 露 ―,35,0, 一 砂粒を含む 灰色 降灰している        日縁部破片

須恵器 甕 124, 17.5,  8.0 自色泣 子 を含 む 灰色 口縁 部 楢 撫 で          1/5欠 帽

須恵器 甕 ―,19.3, 一 帥
む

自
含

子、砂粒を
灰色

口縁部横撫で
口縁部破片

須恵器 喪 ―,21.3, ィ 撒冒 自灰色 内外面一横撫で       口縁部破片

須恵器 甕 ―, 47.0,   一 暮急粒子、砂粒を躊咎里暗赤灰色
内外面―梗撫で

日縁部破片

須恵器 甕 ―,46.9,  一 暮忌粒子、砂粒
を

灰色
内外面一横撫で

日縁部破片

須恵器 甕 ―, 42.0,   一 犀
・黒色種十そ宮灰色、暗褐色 外面―櫛描波状文 内面‐自然釉が施され

ている           日縁部破片
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(内面・外面) 整形・特徴。その他
奉 虐詐 日 径・ 氏 葎

須恵器 小型碧 ―,21.8, 一 白・黒色粒子を含
む 灰白色、黄灰色 内外面一撫で (磨滅により不鮮

習邊部D

須恵器 甕 ―,510, 一 白。黒色粒子を含
む

報ぎ郷鶏灰ヽ
暗錦 裟観二冒薮野尾櫛描波状文

日縁部～肩部破片

須恵器 士盟
白・黒色粒子を含
む 褐灰色

律暮懸
念こ搬魏仔冒票塩暴綸 部破片

須恵器 甕
細かい白・黒色粒
子を含む 黒褐色 外面一叩目 内面一撫で

破片

須恵器 甕 ―, 448,   一 白・黒色粒子を含
む 灰白色 合孫留席と岳鉄上贅冦ょ島裂輩認境鋸象お,卑

須意器 甕 ―,42.0, 、一 白色粒子を含む 灰色 隆灰 日縁部破片

須恵器 盟 砂粒を含む、密 赤黒色、一部灰色 識鶏験需鷲護轟撃蘊岳:
須恵器 壷 ―, 34, 一 砂粒を含む 祭号たE管碧患毯

目然胸がかかつている

土師器 蓋
鉦径

3.8, 16.2, 督憲ヽ赤色粒子を
橙色

内外面―撫で 内面に放射状の暗文あり
残

土師器 蓋 ―,14,8, 一 赤色粒子を含む にぶい種色 偽目三績群扶茜繕曼削り、下半撫
で
1/2残

土師器 蓋
盤径 腿 沓き

削かいにない橙色 釜面轟象ヱ撃豊珠瞑面
一撫爵難迎檬簸晟輝

土師器 蓋
餓径 2.9

38, 17.0,   一 恋尋響香む細
かい壕tや畠q磐:ヨ

~~訥こ
偽屠三撫薄

上述傘三製≧扶戻半撫
で
2/5残

土師器 蓋
笠確騒2.8

赤色粒子を含む 橙色
丁寧な成型

姐部～体部破片

土師器 郭 暴畳軽軍慈多豊巻
む

浅黄橙色、橙色 令霞岳憲蓮盆乙整拳業尋扇9911り
 1/2残

土師器 不
日・ 赤色種十を宮
む にぶい橙色 癸零

=繕
軽歯訴撫

で、下半～底部ヘラ削逸

土師器 邦 4.2, 11.8, 白・赤色粒子を含
む 橙色 鰯委著a評鶴謂量縫

!ξ .ぎ効
土師器 邦 5.0, 13,7, 星婁葺を容忌

雹十
橙色 鵞呂三余累響ゑ警み覇庭僣要急オ

て
,え残

土師器 邦 4.8, 13.6, 畳き恋色粒子
を少にぶiキ委糧琶

り
片

よ
破

に滅磨るれ
り

ら
あ

見
文

が
暗

り

一

型
向

ラ
内

ヘ一
明観

土師器 邦 4.9, 11.1,  5.6 白色粒子を少量合
む

にぶい橙色 郎謙輻教潮秩、靭 ♂槻壊
土師器 郭

白・赤色粒子を含
む 橙色 合目三僣受下期 `ヘ

ラ副り
 1/4残

土師器 罫 写魯愚
・亦色種十浅黄橙色、橙色 外面一体辞下半ヘラ肖uり 内画―婿又

破片

土師器 郭 ―,16.4, 一 黒・ 亦 巴 租 す を 言
む

黒色
にぶい黄橙色

内面―内黒土器、暗文状の磨き
台繊部破片

土師器 郭 47, 102,  5,0 憲、赤色粒子を含にぶい橙色 農配三圏轟素務り後、外周ヘラ削り1/2残

上師器 郭 赤色粒子を含む 明黄褐色、橙色 内面―暗文あり 属部一回転糸切り痕

土師器 邪 憲、赤色粒子
を含橙色、にぶい橙色 往覇三箇識素浙,農陥 靭 &拝ろえ邊

土師器 郭 赤色粒子を含む 橙色 鰈磯蕩,綴壻絶層跳房
土師器 郭 3.8, 115, 自・赤色粒子を含

む 浅黄橙色 農霞三悟垂象為添覆甲
によ

,不
鮮甲ィ/2残

土師器 邦 48, 112,  4.8 赤色粒子を含む 橙色 眠母三置綴緊甥歩後、外周ヘラ削り1/4虜

土師器 郷 4.2, 100, 晟魯愚
・亦巴種十

橙色 りあ文暗
明
部科

秘
り
み

よ
び

に
及籍一

一

面
面

外
内 1/4残

土師器 郭 41, 10.5,  4.6 砂粒を含む 橙色
即
慾

部
り
部

統

一

瓢内
回
口

一絲
ラへ

ｈ
ツ

端
あ

輔一
み
ヘ

面
こ
周

外
み
外

土師器 郭 4,5, 109,  45 赤色粒子を含む 橙色 観三熙財δ覆�九轄綴醒欝えを
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(内面。外面) 整形・特徴。その他
器高・口径・底径

土師器 郷 45, 11.2,  58 子餡
む

赤
含

砂粒を 浅黄橙色、淡橙色 内覇三督談芸焉参履ね り2/3残

土師器 郭 46, 109,  5,9 自 。赤色粒子を含
む 橙色 舎覇三像謬島茂巖7呈鶉Jり殉麟暗携農

土師器 郷 44, 114, 恋5豊蕃患金雲母にぶい笹色
橙色 色雅饂賜δ覆陥 靭 讃税盈

土師器 郭 g・ 赤色粒子を含橙色 色野三儘設素蕩,覆早
u殊
周各露最互蚤え亀

土師器 罫 4,4, 10.8,  54 白。赤色粒子を含
む 橙色 医部一回転糸切り後、外周ヘラ削り

1/3残

土師器 郭 42, 11,0, 赤色粒子を含む 橙色 観=鰈跡擢陥靱が擁邊
土師器 郭 1501

日
む

亦 巴 狂 す を 奮 にぶい橙色、橙色 内面―暗文あり 底部一ヘラ削り
 1/4雰

土師器 郭 47, 11 5, 白・赤色粒子を含
む 橙色、一部黒変 貧胃三露驀 }? 磨滅により不鮮明

4/5軽

土師器 堺 51, 128,  7.3 自。赤色粒子を含
む

色橙
変

黄
黒

い

一い邸
内向―暗又あり 底部一回転糸切 り

「
九殉

土師器 郭 雇詈蕃十、
釜雲博

橙色
外面一体部下半ヘラ削り 内面―暗文あり

1/5騒

土師器 郭 赤色粒子を含む 橙色 へ
損災

後
部

り

り

一

あ
切
部

筆縣睦
尚

り

一

削
部

ラ
底

ヘ半
り

下
あ

部
文

体
暗

一

一
り

画
血
削

外
内
ラ

土師器 邦
白・赤色粒子を含
む にぶい橙色、橙色 鞭ヨ鰈舞鞠霧3宮3災省

土師器 郭 ―, 一, 5.4 赤色粒子を含む 橙色 会軍三璽讐著δ
ラ肖Jり  内面一暗文あり

雰

土師器 郭
粗い赤色粒子を含
む 橙色

争
冒丁

体
選課晋合最黙物り客騒曇質蚕返

土師器 郭 56, 123, 赤色粒子を含む 明赤褐色、橙色
禽唇

三倍曼麟′ミ塚詈ほ蔀邊蚕笹盟り覆拝
土師器 郭

日・ 亦 巴 狂 す を 冨
む にない橙色 偽唇三僣受宮ξ

部ヘラ削り、墨書あり
完形

土師器 蕗 64, 180,  8.0 赤色粒子を含む 黒色、赤褐色 な面晨尋言罰′出9詈碁
黒色土雷滋螺建

土師器 郭 8・
赤色粒子を含浅黄橙色 標謙干早笑ぢ観′後茎響目今

ラ削り
3/4残

土師器 誌
邦

―, 一, 98 霊軍辱苔尋
・亦電

橙色 色覇三a房 赳ι高客
面―暗文あり

  破片

土師器 郭 一. ―. 55 赤色粒子を含む 橙色 會買;齢畷ザ
ヘ翻2尚擦暑韻雖g票晟含

土師器 邦 赤色粒子を含む 赤褐色 喬目靱 振与
資ずれ

't環

繁盈採尋扇片
土師器 邦 赤色粒子を含む 橙色 待召三籍受憲才

ヘラ削り、体部正採尋扇
土師器 郭 赤色粒子を含む 赤褐色 禽召三僣受憲所

ヘラ削り凸矮離毛採豪晟片
土師器 郭 赤色粒子を含む 橙色、にない橙色 会覇三量警

下半～底部ヘラ削り
   破片

土師器 郭 赤色粒子を含む 赤褐色 禽露三僣受百才
ヘラ削り、体部正採尋豪片

土師器 郭 詈詈署十、似
υ雹

褪赤褐色 刻書あり 底部―ヘラ削り
底部破片

土師器 郷 赤色粒子を含む 褪赤褐色 刻書あり           底部破片

土師器 郭 香3粒
子、砂粒を

褪赤褐色 蜀馨五ザ
転糸切り後、外周ヘラHll色

部破片

土師器 皿 赤色粒子を含む 横色 接覇
=箇
穀更普n3削り内面rHtぁ

ぇ邊
土師器 皿 赤色粒子を含む にない橙色、橙色 内面―暗文あり醐 一回転ヘラ削り 1/5残

土師器 訃
皿

一. ―. 5_4 赤色粒子を含む にぶい橙色 底部一回転ヘラ百1り  削り出 し高台
底

―-14-―



番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(内面・外面) 整形・特徴 。その他
洛 島・ 日 後 張 伶

土師器 誌
皿

―  ―. 90 密 にぶい橙色、橙色 底部破片

土師器 町口9 147, 27.7, 120 砂粒を含む 黒色、にぶい橙色 円黒 、暦 き           Z/3宏

土師器 鉢
白・赤色粒子を含
む 黒色、橙色

a擢目
~摺

辞韓1労(9冒ず)り 澪謳悪貢弓皇雪託澄降
土師器

/1支型
の鉢

―, 15,3, 一 憲霧畳誉恋
色泣子

橙色
器面磨滅によリザラついている

日縁部破片

土師器 甕 ―, 一, 72 轟票を苔写
・黒樫

赤褐色、暗赤褐色 外 国

一

挿 u七 日  低 部
一

不 菓 浸

    破 片

土師器 /1ヽ Z型警 ―, 一,158 霰、赤色粒子を含橙色、にぶい橙色 腎滅の為、整形不鮮明
    日縁部破片

土師器 /1ヽ≧型警 150, 14.2,  94 憲、赤色粒子を含薄茶赤褐色
赤褐色 鶏翠塁影寧懸覇主奪控素鵠τ棧

る
 2/3残

土師器 甕 一  一. 8.4 憲雲母、砂粒
を含明赤褐色 外面―縦刷毛目 内面一横刷毛目

底部破片

土師器 甕 一. 一. 81 自・赤色粒子を含
む 唇景ぃ赤褐色

医部一回転糸切り反
      底部破片

土師器 甕 ―, 一, 88 金雲母と砂粒を含
む にぶい橙色、橙色 底部一木葉痕

底部破片

土師器 甕 ―, 22,4,   一
金雲母と砂粒を含
む にぶい橙色

/1・ lal― 胴 酎∫縦 hFll七日 円
留綴 覇 型 誦 景 破片

土師器 甕 一  ―. 6.6 金雲母と砂粒を含
む

にぶい褐色、褐色 外 国 一櫃 刷 七 日 円 山 一 積 刷 七 日

  破 片

土師器 甕
金雲母と砂粒を含
む にぶい褐色 外 国 一杯 樹S証刷 毛 日 円 団 ― 憤

晋 濠 鼻 破 ,

土師器 甕 昼忌
狂十、υ極をで票R悟雹貢橙色外面一磨き

            破片

土師器
き

ドマ

置
カ

黒
む

。
含

白
を譲

金
赤 褐色

内面一刷毛目 鍔に刷毛目
破片

土師質
の
日

輔
羽

―, 65,  一 白色粒子を含む 橙色、灰黄褐色
破片

石器

石器

石 器

石器

石器

端 芳鍾畔

鉄器

鉄 器

<幻の2号佳居址出土遺物> (第 19図 ) (単位 cm)

番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(界詈) 整形 。特徴 。その他
喬 拒静 口 径・低 後

1 須恵器 蓋 ―, 137, 一 粗い白色粒子を含
む 灰色 偽唇三告〉日途塁削り、下半横撫

で
1/4残

須恵器 高邦 ―, 200,   一 日・ 黒色租子を富
む 穏姿黒褐色

円外国―積烈で
          破片

須恵器 蓋
壺とそ廷2.5

54, 18.5,   一 をき悉
°亦巴種十

灰色 衡署三日多E縄冬
る
鏡辞±叢全桑牌破片

須恵器 蓋 -1 220,   一 白・黒・赤色粒子
を含む

オリープ灰色 外面―ロクロヘラ削り
1/4残

5 須恵器 邪 3.8, 14,7,  8.0 白・黒色粒子を含
む 灰色

困外 lel― 積 撫 で

1/5残

須恵器 盤 1,7, 207, 186 細い白・黒色粒子
を含む 灰白色 内外面一横撫で 底部一回転ヘラ削り

7 須恵器 高杯 8・
黒色粒子を含

灰色
円外国―横繋で

        脚部破片

須恵器 卜型黎 ―, 175,  一 自・ 黒色粒子を含
む 灰色

内外面―撫で
     口縁部～頸部破片

9 灰和岡器 皿 一. ―, 6.8 襦 製 灰白色 付高台            底部uth

土師器 郭 44, 10,4,  4.4 密 色
色
橙

黒
黄 後票三箇譲素浙今覆早U泳周奥暑肖uり  破片

土師器 高郭 ―・ 147, 一 雇魯吾
・赤色極十

橙色 ｀
底部破片

土師器 ―, 17.5, 一 日・ 黒 巴 種 十 を 冨

む 撞雹
い貢種色 71.山 一撫で 内画―暗文あり

回縁部～頸部破片
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(界唇) 整形・特徴。その他
器高・口径・底径

1 須恵器 蓋
銀径

4■ 155, 26
粗

む
白色粒子を含 灰白色

青灰色
外面一上部回転ヘラ削り    1/3残

2 須恵器 蓋
観径

4.■ 154, 25
含ヽ然

蝿
が
を

子
子鮒

鮒
白
黒
む

青灰色 外面一上部回転ヘラ削り    2/3残

3 須恵器 蓋 解
２．８

Ｌ
粗・ 白色粒子を含
む 灰色 外面―上部回転ヘラ削り    2/3残

4 須恵器 蓋
饂径

3.6 15.& 23
白・黒・ 赤色粒子
を含む 灰色 外面一回転ヘラ削り      1/2残

5 須恵器 不 39 114, 70 白色粒子を含む 灰白色 底部回転糸切り痕       2/5残
6 須意器 郷 3a ll.2, 5,7 白色粒子を含む 黄灰色 底部回転糸切り痕         破片

7 須意器 郭 41,  11.7, 70 自・ 黒色粒子を含
む

にかい黄橙色
灰黄色

底部回転糸切り痕       2/3残

須恵器 郷 3儀 白色粒子を含む 灰色 底部回転糸切り痕       1/2残

須恵器 郭 3.島 11.鶴 5.6
赤 。自・黒色粒子
を含む

内・外ともに日縁部糧色
体部灰色

底部回転糸切り痕       1/3残

須恵器 邦 3■ 10.2,
白・黒色粒子を含
む 灰色

内・外面横撫で、底部一回転糸切り痕
2/5残

須恵器 郷 4.& 白・黒色粒子を含む 灰白色 底部回転糸切り痕      一部欠損

須恵器 郭 3.缶 l■a 赤 。白色粒子を含
む

灰色
灰白色

底部回転糸切り痕       3/4残

須恵器 郭 3a ll.5, 5,3 赤・白色減子を含む 黄灰色 底部回転糸切り痕       2/3残

須恵器 不 3.缶
赤・白色粒子を含
む

縁―にない橙色底部み
こみ部ともに灰色

底部回転糸切り痕       1/霧

須恵器 邪
細い白・黒色粒子
を含む

内外―灰色
口縁部淡黄色

底部回転糸切り痕       1/3残

須恵器 郭 3.■ 赤・白色粒子を含む 褐灰色 底部回転糸切り痕    底部一部欠損

鰯 邦 3.缶 自色粒子を含む 灰白色 底部回転糸切り痕        破片

須恵器 邪 3.& 10.8. 60 白色粒子を含む 灰色 底部回転糸切り痕       2/5残
須恵器 郷 4名  12.4, 5,7 自色粒子を含む 灰色 底部回転糸切り痕       1/2残
須恵器 郭 白色粒子を含む 灰色 底部回転糸切り痕       1/5残

須恵器 郭 4α  12.2, 6.4
赤

む
白色粒子を含

浅黄橙色
器面磨滅によリザラつく、日縁部すす付
着              4/5残

須恵器 邦 ―, 10.8, 一
白・ 黒色粒子を含
む

内・外一灰色
口縁部淡黄色 外面一刻際がみられる      破片

須恵器 郷
白・赤・黒色粒子
を含む 灰色

底部回転糸切り痕、墨書あり
回縁部一部欠損

須恵器 郭 3.9 11.8, 6.0 赤・白粒子を含む 灰色で
日縁部灰褐色

外面一墨書あり、底部回転糸切り痕
日縁部・底部一部欠損

須恵器 郭 3.a 赤・ 白粒子を含む 内外ともに灰色、
縁は橙色

外面一体部に墨書がみられるが不鮮明
底部回転糸切り痕       1/2残

須恵器 論
郭

13.a 赤。自・黒色粒子
を含む

にかい黄橙色
外面―墨書あり、底部回転糸切り痕

2/3残

須意器 蓋 白色粒子を含む 灰色 墨書あり             破片

須恵器 論
郭

6名  14.■ 8,7
白・黒色粒子を含
む 灰色 底部回転糸切り後付高台 体部一部欠損

須恵器 論
郭

68, 15乳  87 白・黒色粒子を含
む

オリープ灰色 底部回転糸切り後付高台    1/2残

須恵器 論
邦

159 赤。白色粒子を含
む 灰白色 底部回転糸切り後付高台    3/5残

須恵器 論
郭

51, 14.6, 8.8 白色粒子を含む 灰色 底部回転糸切り後付高台    1/2残

須恵器 誰
郵

―. ―. 94 白色粒子を含む 灰色
底部回転糸切り後付高台

底部と体部一部残

須恵器 論
杯

6α 150, 90 白色粒子を含む 黄灰色
底部回転糸切り後付高台、高台の回リヘ
ラ肖Jり                   1/′ 3残

(3号住居址出十積物〉 (第20・ 21・ 22・ 23図 )
(単位 cm)
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番号 種 類 器形
法  量

胎  士 色調(環需) 整形・特徴 。その他
器高。日径・底径

須恵器 論
郵

白色粒子を含む 灰白色 付高台       口縁司争～底部破片

須恵器 論
郷

44,  98,  56 白色粒子を多く含
む 灰色 付高台            1/3残

須恵器 高郭 ―, 232, 一 白色粒子を含む 灰色
外面一体部上半回転ヘラ削り。下半撫で

1/4残

須恵器 甕(?) ―, 262, 一 細い白・黒色粒子
を含む

灰EH色
灰オリーブ色

口縁部に自然釉がかかっている
口縁部破片

須恵器 甕
細かい白色粒子を
含む 灰白色 内外面―叩目あり         破片

須恵器 甕 ―, 357, 一 白・黒色粒子を含
む 青灰色

外面―頸部に櫛描き波状文がみられる、
内外面撫で        日縁部破片

須恵器 盟 ―, 7.Q ― 細かい砂粒を含む 灰色 自然釉 口縁部破片

灰釉
陶器

碗 自・黒粒子を含む 明緑灰色
灰白色

付高台            1/2残

土師器 郭 ―. ―, 88 密
赤色粒子を含む 橙色

内面―暗文あり、外面―磨き、底部墨書
あり             1/5残

土師器 邦 4.Q 密、赤。白雪 好
金雲母を含む 橙色

内面―暗効 、外面―下半下消Jり 、墨書
効 、底部回転糸切り後外周下消1り 2/3残

上師器 不 ―. 10.8. ― む含肝
醍

色
雲

赤
金 橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半ヘラ削
り            口縁部破片

土師器 郷 4.5,  108, 66 赤・ 白色粒子、金
雲母を含む

橙色
内面―暗文あり、外面―下半ヘラ削り、
墨書あり           1/5残

上師器 不
赤
む

白色粒子を含
橙色 内面―暗文あり、外面一墨書あり 破片

土師器 郭 ? 白色粒子を含む 明黄褐色 外面―墨書あり          破片

土師器 瀕卜? 細かい砂粒を含む 橙色 外面一墨書あり         破片

土師器 郭 46,  12.4, 64 赤。白色粒子を含
む 橙色 押

鵡攀
?ヽ
獅

龍稲諭晟�
土師器 郷

粗い白色絃子を多
く含む

淡橙色
橙色 (一部黒変)

底部静止糸切り痕、日縁部に煤付着
完形

上師器 邪
細かい金雲母など
砂粒を含む 色

色
橙

黄
黄

淡
淡

外面一体部ヘラ削り、底部回転糸切り痕
1/4残

土師器 郷 ―. ―. 77 細かい砂粒を含む にぶい橙色 内外面―撫で       高台部破片

土師器 皿 127, 粗い赤。白色粒子
を含む 橙色

内面―暗文あり、外面―下半底部回転ヘ
ラ肖1り                2//3残

土師器 皿 2.缶 127, 56 赤色粒子、粗い白
色粒子を含む

浅黄橙色
橙色

内面―暗文あり、外面―下半回転ヘラ削
り              1/4残

土師器 高郭 ―,  21, 一
金雲母、赤・白色
粒子を含む

橙色
みこみ部、郭部体部暗文による磨き回縁
部横撫で          邪部破片

土師器 高郷 ―,  228, 一 金雲母、赤。白色
粒子を含む 橙色

郭部体部下半回転ヘラ削り、
で 轍船

縁
邪

口

土師器 甕 ―, 250, 一
やや粗い金雲母を
大量に含む

暗赤褐色
明赤褐色

内面―横刷毛目。外面一縦刷毛目 破片

土師器 高郭 ―, 19.7, 一 密 にぶい橙色
回転台を使用、内面。外面に暗文がみら
れる             1/2残

土師器 士望 ―,  一, 74 砂粒を含む
にぶい赤褐色
赤褐色一部黒変

内面―横刷毛目、外面一縦刷毛目
底部～胴部破片

土師器 弩 ―,216, 一 多量の金雲母と砂
粒を含む

にぶい赤褐色
内面一口縁部横撫で、胴部横刷毛目、外
面一縦刷毛目    日縁部～胴部破片

土師器
土管形
土製品

砂粒を含む
にぶい橙色
にぶい褐色

狭端部口径10 11un、 輪積痕あり
狭端部破片

土師器
土管形
土製品

粗い砂粒、赤色粒
子を含む

橙色・外面一部に
ぶい赤褐色

狭端部日径9 6Glll、 輪積痕あり
狭端部破片

石器 紡錘車 中央に単孔が貫通する

石器

土師器 珊瑚
粗い砂粒を多く合
む 橙色

内面一撫で、外面一叩き整形の後削り撫
で              1/4残

鉄 刀子

鉄
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛嶼酔 整形・特徴・ その他
器高。日径・底径

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄 鉄器

鉄

鉄

鉄

鉄 鉄片

鉄 鉄玉

鉄 金屎

なお、図化しなかったが、須恵器邪口縁部破片で外側に線刻があるものがある。(図版3参照)釈文は不明。

く4号住居址出十積物〉 (第24・ 25・ 26図 )
(単位 clll)

需 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛 (霜 ) 整形・ 特徴 。その他
器高。口径・底径

1 須恵器 一望 ―. ―, 15.5 砂粒を含む
灰白色
灰黄色

内面―撫で、外面一回転ヘラ削
飾 片

2 須恵器 壺 ―,8.2, 一
白
む

い
合

か
を

細
子

・黒色粒
首部灰白色
肩部灰色
首部灰色
肩部オリーブ灰色

外面一自然釉    口縁部～肩部破片

3 須恵器 郷 白色粒子を含む 灰色
口縁 部 一煤 付 着 、底 部 一回転 糸 切

ちラ 3残

4 土師器 蓋
解
別
一

密、赤色粒子を含
む

橙色
一部浅黄桂色 臨研〒湧素空換≧粂祠

~体部上菅呂発形

5 土師器 邪
赤
む

白色粒子を含 橙色
にぶい橙色 臨甲「悪課r寅琴営u今面

一体部下ガ倉屡

土師器 郷 1■転 赤色粒子を含む
灰褐色
胴中部から底部一
にかい赤褐色

外面一体部下半から底部ヘラ削り
1/3残

土師器 邦 3.乳 120, 赤・白色粒子を含む にぶい橙色 外面一体部下半ヘラ削り    1/4残

土師器 郭
赤。白・黒色泣子
を含む

橙色
外面一ヘラ肖Jり 、底部一ヘラ削り

1/4残

土師器 郭 3乳 10.働 赤色粒子を含む
淡黄色
にぶい黄橙色 な

面一体部下半ヘラ削 り、底部 一
ど入 製

土師器 郭 3.9 12.α 50
赤

む
白色粒子を含 にない黄桂色

橙色
外面一体部下半ヘラ削り    1/4残

土師器 邪 4.■  11.3,
赤・ 白色粒子・金
雲母を含む 橙色 鰤二響乱号削り、内面

―榜埼ゥ義
土師器 邦 3.9 11.8, 5.5

赤・ 白色粒子を含
む

橙色
にぶい橙色

外面一ヘラ削り、底部一ヘラ削り
4/5残

土師器 郭 4.2,  107, 4.6
赤。白色粒子を含
む

にぶい橙色
省T一

体部ヘラ削 り、内面 一花弁
妙将番

土師器 邦 4α  120, 4.6
赤・ 白色粒子を含
む

橙色 賓ヮ翫,ラ
削∝ 師 一暗文あ吹

1夢軽質

土師器 邦 3a 10.2, 4.8 白色粒子を含む にぶい橙色
着
削

付
ラ

一内面． 煤
帷

外 面 一 体 部 下 半 ヘ

ニ 尭 喫

土師器 郭 3■  12,α  4.5 赤色粒子を含む 橙色 9F墨嘗子自魏と賓研扇β
部下し角兵智

土師器 邦 赤色粒子を含む 橙色 臨T了攘義空量普公F~体
部下半ぅち屡

土師器 杯 赤色粒子を含む 橙色 墨書あり 破片

土師器 不 17缶
粗い赤・ 白色粒子
を含む

黒色
明赤褐色

自曜天夢誘

'P法

爺口罰す識UttgF識
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛曖Э 整形 。特徴 。その他
器高・口径・底径

土師器 皿 2a
粗い赤色粒子
細かい白・黒色粒
子を含む

にぶい赤褐色
にぶい橙色

外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
2/5残

土師器 皿 127. 赤色粒子を合む 灰白色
一部整色

外面一体部下半ヘラ削り、底部一ヘラ削
り、磨滅により不鮮明     1/3残

土師器 皿
赤
む

い
含

粗
を

白色粒子 にぶい橙色
底部～体部にかけて回転ヘラ削り

口縁部一部欠損

土師器 皿 128, 赤・自色粒子を含
む 橙色

外面一回転ヘラ削り、底部―ヘラ削り
1/4残

土師器 皿 25,  138, 58 黒色泣子を含む
にぶい橙色
橙色

外面―ヘラ削り        2/3残

土師器 皿 2 1,  13.3, _62 赤色粒子を含む 橙色 内面―暗文あり         1/5残

土師器 皿
赤・白色粒子を含
む 笹色

内面一渦巻き暗文あり、キズあり、削軌
出し高台           4/5残

土師器 皿 12.9,
粗い赤・ 白色粒子
を含む 橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半手持ヘ
ラ削り、底部一回転糸切り痕  1/3残

土師器 皿 2乳 135, 62 密、赤色粒子を含
む 灰褐色

内面―暗文あり、外面一回転ヘラ削り
1/4残

土師器 皿 3,α
赤・ 白色粒子を含
む 橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半～底部
にかけて回転ヘラ削り     2/3残

土師器 皿 12_8, 赤色粒子を含む 橙色 内面一暗文あり          破片

土師器 皿 28,  13,7, 54 粗い赤色粒子を含
む 整色

内面―うず巻、外面一体部から底部にか
けて回転ヘラ削り        破片

土師器 皿
赤 。自色粒子を含
む

演黄橙色
橙色

内面一暗文あり、外面一回転ヘラ削り
1/2残

土師器 皿
赤・ 白色粒子を含
む 橙色

内面一うず巻状暗文、外面―下体部～底
部回転ヘラ削り        2/5残

土師器 皿
赤
む

白色粒子を含
橙色

ロクロ撫で、内面―暗文あり、外面―下
半～底部にかけて回転ヘラ削り 2/3残

土師器 皿 23,  136, 50 粗い赤色粒子を含
む 橙色

内面―暗文 (磨滅により不鮮明)、 外面一
下体部～底部回転ヘラ削り   3/5残

土師器 皿
赤・黒色粒子を含
む

黒色
にぶい橙色

内面一黒色土器、底部一断面が五角形状
の脚が付いている。       2/5残

土師器 鉢 ―, 一, 97
租 い赤 色種 十 制 か

い白色粒子を含む
黒色
にぶい黄橙色

内面一黒色土器、みこみ部に肛あり、外
面―ヘラ削り     底部～胴部破片

土師器 露 ―。 ―.82 やや粗い
白色粒子を含む

にかい橙色
橙色 内、外面一横撫で   底部～胴部破片

平安 甕 ―, 26.4, 一 金雲母と白・黒色
粒子を含む 暗褐色

口縁部内外横刷毛日、内面一横刷毛日、
外面―縦刷毛目          破片

土師器 樫
養

―, 116, 一
金雲母、砂粒を含
む 赤褐色

内面一斜め刷毛日、外面一縦刷毛日、
日縁部破片

土師器 甕 ―, 300, 一 金雲母を含む
にぶい赤褐色
にぶい褐色

口縁部横刷毛日、      口縁部破片

平安 甕
金雲母、自・黒色
粒子を含む

明赤褐色
にぶい赤褐色

内面一横刷毛目、外面一頸部縦刷毛日、
日縁部破片

上師器 樫
養

―, 158, 一
金雲母、砂粒を含
む 暗赤褐色 内面一横刷毛日、外面一縦刷毛目

日縁部～胴部破片

土師器 甕 ―。 一.10.8
金雲母と砂粒を含
む 明赤褐色

内面一横刷毛日、外面―縦刷毛目、底部―
木葉痕             破片

土師器 皿 赤色粒子を含む 醐 ―欝 あり

上師質
の
日

轄
羽 砂粒を含む 灰褐色

橙色 (下部褐色)

直径75ull、 長さ10 5cnほ どで、通風口は直
径約2 5clll、 先頭部直径約1 5clEで やや狭くな
る。灰色の溶融物が付着している。  破片

土師質
の
口

輪
羽 石英、砂粒を含む 橙色

橙色(上部黒変)

外面一縦の条痕が付される。先頭部やや挟
くなる。熱・火でもろくなっている。 破片

土師質
の
日

輔
羽

粗い砂粒と焼粉を
含む

にぶい橙色 通風日は直径約2 clll       破片

鰐

鉄器

鉄器

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄
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(5号佳居址出土遺物〉 (第27・ 28・ 29・ 30031・ 32・ 33・ 34図)    (単
位 cm)

番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(衆需) 整形・特徴 。その他
器高。日径。底径

1 須恵器 蓋 ―, 17.8, 一
白

む
黒色粒子を含

灰オリープ色
内面―ロクロ撫で、外面―ロクロ削り、
縁端部撫で     口縁部～体部破片

2 須恵器 郭 4α 白色粒子を含む
吹色
日縁部浅黄桂色 底部回転糸切り痕     口縁部欠損

3 須恵器 邦 4■ 121, 58
粗い自色粒子と黒
色粒子を含む

吹 巴

口縁部灰白色 底部回転糸切り痕       2/5残

4 須恵器 罫 4乳 亦 °日巴 狂 す を冨
と,

橙色
口縁部にぶい橙色

内外面一横撫で、底部回転糸切り痕、生
焼け             2/5残

5 須恵器 邦 4α
白

む
黒色粒子を含

灰色 底部回転糸切り痕       2/5残

須恵器 論
郭

―. 168, 一 粗い白色粒子・砂
粒を含む 灰色

高台付郭と思われるが破片の為、詳綱不
明                破片

7 須恵器 謗
粗い白・黒色粒子
を含む 灰色

体部下半回転ヘラ削り

須恵器 菱 ―.  ―. 216 密
貢灰色
褐灰色 外面―叩き日あり         破片

須顧器 甕 ―,3■Q一 白色粒子を含む 褐灰色 内外面 一種 撫 で       口縁 部 破 片

須恵器 甕 ―, 39,8, 一 白色粒子を含む 灰白色
灰色

内面に降灰の自然釉がかかっている。内
外面撫で          日縁部破片

11 須恵器
型

Ｂ 19.2,
自・ 黒色粒子を含
む 灰色 内外面―横撫で   日縁部～体部破片

須恵器 壷 ―. 19.8, 一 密 灰色
内外面一横撫で、自然釉がかかっている

口縁部破片

須恵器 樫
壷

精製
灰黄色
黄灰色

外面に自然釉がかかっている。内外面―
描撫で            胴部破片

須恵器
小型
長頚壷

笛
白色粒子を含む 灰褐色 内外面―横撫で       顕部破片

土師器 蓋 錐
器

生Q

密
赤色粒子を含む

にない橙色
内面―ロクロ撫で、外面―ロクロ削り、
縁端部撫で、盤部一擬宝珠状  5/銭

土師器 蓋
触 後 密

赤色粒子を含む
浅黄橙色
橙色

内面―ロクロ撫で、外面―ロクロ削り、
銀部一擬宝珠状    9al部～体部破片

土師器 蓋 ―. 182, 一 赤色粒子を含む 橙色
内面―ロクロ撫で、暗文あり、
クロ削り、縁端部撫で 面．コ翔

外

土師器 蓋
鉦径
37

4■ 16.4, 一

密
赤色粒子を含む 橙色

内面―ロクロ撫で、うず巻状暗文あり、
外面―ロクロ削り、縁端部撫で、鉦部―
擬宝珠状           2/5残

土師器 蓋
銀径
32 赤色粒子を含む 橙色

内面―ロクロ撫で、暗文あり、外面―ロ
クロ削り、縁端部撫で、銀部一擬宝珠状

盤部～体部破片

土師器 蓋 ―, 20.8, 一
密
赤色粒子を含む

浅黄橙色
にぶい橙色

内面―ロクロ撫で、外面一ヘラ暦き、墨
書あり、            1/3残

土師器 郷 36 103, 5.3 砂粒を含む 浅黄橙色
外面一体部下半～底部ヘラ削り、器面が
ザラついている         1/3残

上師器 郷 4α  104, 59 日 E租 す を 言 ご

毛〉っぽい 明赤褐色
外面一体部下半ヘラ削り、器面ザラつい
ている             1/5残

土師器 郭 43,  11.0, 5,1 白色粒子を含む にぶい橙色
外面一体部下半～底部ヘラ削り、器面ザ
ラついている           1/5残

土師器 郭 39 11.1, 4.9 赤色粒子を含む 橙色 外面一体部ヘラ削り、底部ヘラ削り 1/5残

上師器 雰 3.a 10.缶
亦
む

日 B肛 す を 冨
橙色

外面一体部下半ヘラHCり 、底部回転ヘラ
削り             1/3残

土師器 郷 3.a 赤色粒子を含む にぶい橙色 外面一体部下半～底部ヘラ削り 1/2残
土師器 郷 3a 赤色粒子を含む にぶい構色 外面一体部ヘラ削り    日縁部破片

土師器 郷 40,  10.8, 52 赤 。自色粒子を含
む

にかい橙色
外面一体部下半ヘラ削り、底部回転糸切
り後、外周ヘラ削り      1/暖

土師器 郭 45,  118,  54 赤 。白色粒子を含
む

にぶい黄橙色
外面一部橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半ヘラ削
り              1/2残

土師器 郭 4∝ 赤・白色泣子を含
む 色

色
褐

貢
黄

淡
明

内

躍
一FHxあ り、外国―葎H4S卜 孝ヘフロJり、
により器面がザラつ七ゞている 1/2残

土師器 イ 122, 赤色粒子と微量の
自色粒子を含む

にぶい橙色
外血一体部 卜半ヘラ削り、履部回転糸切
り後、外周ヘラ削り      1/5残

土師器 邦 4.α 赤色粒子を含む 橙色
外面一体部下半ヘラ削り、底部回転糸切
り後半分ヘラ削り       3/4残

土師器 邦 4.1, 10,4, 41 白・赤色粒子を含
む 褪赤褐色

内面一器面剥落により回縁部付近に暗文
が残るのみ、外面一体部下半～底部ヘラ
削りされるが剥落により不鮮明 1/5残
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛曖酔 整形 ,特徴 。その他
器高・口径・底径

上師器 雰 3a 10α 赤 。自色粒子を含
′|

橙色
関血一暗又あり、外山一体部 卜半 ヘラ削
り               tly片

土師器 邦 4α 白。赤色粒子を合
む にぶい橙色

円回―崎幻 9、 外団一体笥も卜芋ヘラRUり 、
底部回転糸切り後、外周ヘラ削り 1/3残

土師器 郭 4岳 日・ 亦 巴 極す を 冨

む
にぶい貢橙色
橙色

内面一暗文あり、外面一体部下半ヘラ|

り、底部回転糸切り後、ヘラ肖‖り 1/伊

土師器 郷
自・黒・赤色粒子
を含む 橙色

円山一婚又あり、外血一体部 卜半ヘラ肖Jり、
底部回転糸切り後、外周ヘラ肖1り  破片

上師器 郷 42,  108, 47 赤色粒子を含む 明黄褐色 内面―暗文あり、外面一体部下半～底部
ヘラ削り           2/3残

土師器 邦 41,  104, 56 密
赤色粒子を合む 橙色

内面一暗文あり、外面一体部下半～底部
外周にかけてヘラ削り     2/5残

土師器 邦 4.α 102, 53 赤色粒子を含む にぶい黄橙色
内面―暗文あり、外面一体部下半～底 :

回嘩云ヘラ肖」り               1ノ/4を

土師器 不
日巴 租す 、υ狂 を
fl′「

浅黄橙色
―暗文あり、外面一底部回転糸切り
周ヘラ肖uり        1/3残

上師器 邦 112, 日・ 亦 也狂 十 を含
ユ「

&寅 種 色
搭 色

内面―暗文あり、外面一体部下半～底部
ヘラ削り           3/5残

土師器 邦 粗い赤色粒子を含
才,

橙色
翻 丁

一 暗 文 あ り 、 外 面 一 体 部 ～ 底 部

含 援

土師器 郷 3乳 112, 亦・ 日巴杜 十 を冨
む

橙色 外面一体部下半～底部ヘラ削り 1/2残

土師器 郭 3,a 亦 °日巴 覆 す を 目

む
にぶい橙色
椿負

内面―暗文あり、外面一体部下半～底部

`こ

かt)ヘ ラ肖」り           1//4残

土師器 邦 4.51  108, 50 日・ 黒 電 種 子 を 雷

む
写黄褐色
圭色

内面一暗文あり、外面一体部下半～底|

にかけ回転ヘラ肖Jり       1/25
土師器 邦 4.0,  103, 6,0 白色粒子を含む にぶい橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半～底部
にかけヘラ削り         1/3残

土師器 郵 橙色
内面―暗文あり、外面一体部下半ヘラ削
り、底部回転糸切り後ヘラ削り 1/2残

土師器 邦 43,  11 1,  5.6 密 橙色
内ltl― 暗文あり、外面 一体部下半 ヘ ラ肖
り                   碑片

土師器 邦 39,  105, 4_6 自色粒子を含む 橙色
内向―暗又あり、外面一体部下半ヘラ削
り、底部回転糸切り後ヘラ肖」り 1/5残

土師器 邦 108, 白。赤色粒子、金
雲母を含む 橙色

内面一暗文あり、外面一体部
‐

底部回転糸切り後、外周ヘラ平
斗争ヽ ラロJり 、
り  1//4残

土師器 郷
赤 。白色粒子を含
む 浅黄橙色

内面一暗文あり、外面一体部
‐

底部回転糸切り後、外周ヘラギ
千ヘフ刷り、
b  字形

土師器 不 4α 赤・白色粒子を含
む

にぶい黄橙色
内面―暗文あり、外面一体部

‐

底部 同 録 糸切 b修_外 円ヘラ世
キ`ヘフロJり、
にり 1/2残

土師器 郷 39 10,■
赤

む

。白色粒子を含
橙色

内面一暗文あり、外面一体部下半ヘラ削
り、底部回転糸切り後ヘラ削り 1/3残

土師器 邦 4.弘 108, 5.1 橙色
門 団 ― 妖 用 萩 崎 Xあ り 、 71□ 一 杯 部 トキ
ヘラ削り           1/2残

土師器 郷 密 橙色 鰯舌ヨ認豫詠′法鋼天9言隔手半
へ
二;烙

土師器 杯
赤。白色粒子、金
雲母を含む 橙色

面一暗文で磨き、外面一体部下半ヘラ
ぬ                 1/R確

土師器 郭 3_乳 106, 赤・白・黒色粒子
を含む 橙色

困回一暗又あり、外由一体部 卜半～履部
ヘラ削 り        □縁一部欠十目

土師器 郭 4鋭 104, 44 岬 橙色
内白―曙又あり、外面一体部下半ヘラ肖Jり 、
底部回転糸切り後、外周ヘラ削り 1/4残

土師器 不 3.a 102, 赤・白色粒子を含
む 橙色

内面一放射状暗文あり、外面一体部下半
ヘラ削り、底部回転糸切り後外周ヘラ削
n          口援報_部々娼

土師器 邦 4.■ 106, 52 赤色粒子を含む
にぶい橙色
にぶい黄橙色

円血一婚又あり、外血一体部ヘラ削り、
日縁部―煤付着、底部一回転糸切 り後外
周ヘラ削り、器面ザラつく    完形

土師器 郭 生生
白・赤色粒子を含
む 橙色 目露累甥琴ゑPx今配5ヘ

ラ削り、
1ラ強

土師器 罫 ―, 一, 5.0 息・赤色粒子を引橙色 目朕鍋,り
、
材HJ】こ毛含首二ぎ士甘biて撮恩み子

土師器 郭
白・赤色粒子、金
雲母を含む 橙色 呻呻的

文、履部と体部のつなぎ目にグル
け る。外面一体部下半ヘラ削り、
り後、外周ヘラ削り   1/2残

土師器 郭 堅 Tq 使 巴

にぶい橙色
困lal一放射状曙又あり、外菌一回転ヘラ
削り、日縁部籾痕あり      1/5残

土師器 邦 42, 赤 。自色粒子を含
ど, 橙色

内面―暗文あり、底部 一回転糸切 り痕
ク/R碑

土師器 邦 3.a 108, 53 赤・ 自・黒色粒子
存 全 ′「

にぶい橙色
橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半ヘラ肖より、
底部一回転糸切り後、外周ヘラ削り 1/2残
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(A目 ) 整形・特徴。その他
器高。日径。底径

土師器 郷 4α  l18, 5,3 砂粒を含む 構色
口縁部一煤付着、外面一体部下半ヘラ削
り、底部一ヘラ削り      1/4残

土師器 郷 3α  10儀  6.5
白・ 黒・赤色粒子
を含む

橙色
浅黄桂色

内面―暗文あり、外面一ヘラ削りあり
1/5残

土師器 郷 7.α 17.缶 80 白色粒子を含む 黒 巴

におゞい黄橙色 審鴫粋鳥ぼ昭磯諭筋♂誂幾
土師器 郷

白・黒・赤色粒子
を含む 橙色 鰯=籐為ち細溜ぽf舅簾膨命

ラ
靱装

土師器 邦 4■  106, 5.4 赤色粒子を含む にぶい橙色
:ロコ

警李楼螺茎自摯系翁丁覆争舜膏黄

土師器 郷 4.6, 砂粒を含む
にぶい黄橙色
構色 印離鶏B猷欣縮

ラ副り
功

土師器 邦 4.1,  110. 50 赤色粒子を含む 浅黄橙色 農露
=晉
裂繁甥手換↑房稿ケt引昴予

へ
孔り協猪

土師器 不 4■  104, 4.4 赤色粒子を含む 橙色
内面一放射状暗文、外面一体部下半ヘラHJ

り、底部一回転糸切り後ヘラ削り 2/3残

土師器 邦 12α
白・赤色粒子を含
む 橙色 察‰‰ 緒 練 嬬 叫 4療

土師器 邦 4.α 1■ 5,
日・ 赤色狂十釜芸
母を含む

明赤褐色
内面―暗妨 り、みこ瑯 ―暗鶏 り、外面一体部下
ヘラHIれ、底巡―同臨謙嗣り後外隠ヘラ肖1り  1/41

土師器 邦 43,  113, 5,2 砂粒を含む 橙色
内面一暗文、外面一体部下半から履部に
ヘラ削り             2/3残

土師器 郭 3鶴 10.5, 54 砂粒を含む
にぶ い橙 色
未糧 伸

内面―暗文あり、外面一下半ヘラ削り、底部―
回転糸切り後外周ヘラ削り  口縁部1/3欠損

土師器 郷 4.5,  11.0, 54
白。赤色粒子を含
む 赤褐色 界唇三藤森幹隼為飾ちぞ鵬

切り後外周ヘラ削り、      1/4残

土師器 不 4■  107, 5.2 白色粒子を含む 赤褐色 衆露三探罫幹隼恥笥ちぞ魂畠浮野野督繁
切り後、外周ヘラ削り     1/2残

土師器 郷 ―, 一, 5.2
白・赤色粒子を含
む 橙色 窪軍

=宙
姦素娩後甲界禽又V島ち

墨貫9後
土師器 郭

赤・ 白色粒子を含
′「 明赤褐色

内面一暗文あり、外面一ヘラ削 り、墨膏
あり、底部一ヘラ削り     2/3残

土師器 郭 白色粒 子 を含 む 明赤褐色 線刻あり             破片

土師器 郭 4.5,
赤・白色粒子を含
む

橙色
浅黄橙色

璽薯五F千ェ争票丁磐講F甚象ヱ轡象糸
切り後、外周ヘラ削り     1/2残

土師器 邦 4■ 密
赤色粒子を含む 橙色 巴脚 ゑ!赤倉買了覇写

あり、
1傷羽猿

土師器 郭 ―. ―, 5,0
日・ 黒色種子を富
む

橙色
内面―暗文あり、外面一体部下半ヘラ削
り、体部正位墨書「上」   体部破片

土師器 邪 4.1, 9。 a 5.6 赤色粒子を含む
にぶい種色
橙色

内面一暗文あり、外面―ヘラHllり 、墨膏
あり「万 1か ?   口縁部｀底部の破片

土師器 郭 4_1, 10.■ 50 白。赤色粒子を含
t.h

橙色 暮F議と認 展1蒲も献1多
2震

土師器 邦 4島  112, 5.6 砂粒を含む 橙色
内面一ヘラ削り、外面一体部下半～底部ヘラ削
り、底部一墨書の様な助碕ちられる  2/畷

土師器 郭 liα
粗い赤・ 自色泣子
を含む

明赤褐色
内面一暗文あり、外面一体部下半～底部ヘ

ラ削り、墨書あり正ば 田」か?  1/2残

土師器 邪 ―, 一, 52
赤・ 白色粒子を含
t.・

橙色
外面一ヘラ削り、一部墨書がみられる、底部一回転
糸切り後、外周ヘラ削り、磨滅している 底部破片

土師器 郭
白・黒・赤色粒子
を含む

EE
一部にぶい橙色

墨書がみられる、体部外面正位「」 か ?

破片

土師器 邦
綱かい赤色粒子を
含む 橙色 底部に墨書がみられる    底部破片

土師器 邪 赤色粒子を含む 橙 色 体部外面に墨書がみられる    破片

土師器 郭
赤 色種 十 、金 要再

を含む 橙色 墨書あり「田」か?       破片

土師器 皿 赤色泣子を含む 橙色
墨書がみられる。体部外面正位

樫獣継洋

土師器 郭 ―, 一, 50 赤色粒子を含む 橙色 圧 部 墨 雪 あ り        底 部 帳 斤

土師器 邦
白・赤色粒子を含
‡Ⅲ 橙色 墨書あり            破片

illll 土師器 郷
赤

む
白色粒子を含 貢種巴

にかい橙色
墨書あり            破片

土師器 不
赤

む
自色泣子を含

橙色 墨書あり            破片
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛曖酔 整形・特徴。その他
器高・口径・底径

土師器 皿 密
橙色
にぶい黄橙色 外面に墨書あり         破片

103 土師器 邦 ―. ―, 87 赤色絃子を含む 橙色
内面一暗文あり、底部は、暦きが施され
る、一部墨書あり      底部破片

104 土師器 llll?
細かい赤・ 自色粒
子を含む 橙色 墨書がみられる         破片

上師器 皿 ?
日かい赤・ 自・ 黒
登対子み合′「

種 巴

にぶい黄橙色
墨書がみられる          破片

106 土師器 孫 ―, 一, 48
口

む
赤色粒子を含

橙色 底部―墨書あり       底部破片

土師器 堺 52.
粗い赤色粒子を多
く含む

黒色
にぶい橙色

内面―黒色土器、暗文あり、外面―底部～体部下
にかけて回林 ラ削り、墨書あり 回縁部一部欠損

108 土師器 賄
郭

―, 一, 108
白。赤色粒子、金
雲母を含む 橙色

内面一みこみ部幡文、外面一体部下半回転ヘラロ」
り、底部一回転糸切り後削り出し高台  2/3残

土師器 賄
郭

5,α 15,1, 83
赤 '自色粒子を含
すュ

にぶい貢種色
橙色

内面一暗文あり、外面―墨書あり、底部
削り出し高台         2/3残

土師器 郷 5■  152, 80 密
隆色
にかい橙色

内面―暗文あり、外面一回転ヘラ削り、
削り調整高台          破′

土師器 雨郭
9.α 21.2, 94

赤

む
自色粒子を含

構色
内面一暗文あり、外面一体部下半回転ヘラHlり 、
底駕―同録ヘラ肖‖b、 削n出 1´言合   1/2確

土師器 師
郵

15.7,
亦 。日聖瓶すを言
′,

捜色
内向―刻日あり、履コ

`―

口弘糸切り後ヘ

ラ肖Jり 、肖1り 調整高台       1/2残

土師器
高台
抹

15.4,
赤

む
白色粒子を含 にぶい橙色

黄橙色
内面―放射状暗文、外面一撫で、底部―
回転糸切り後削り出し高台   2/3残

土師器 甫邦
一

―. ―, 171
白・ 黒 。赤色粒子
を含む

橙色
一部浅黄橙色

ロクロによる撫で後、脚部上部から下部皓悩,て、T
寧な肖uり 1こよる9角形客整形している。  脚部破片

上師器
高台
邦

―。 ―.7.2 亦 。日 巴 種 十 を 冨

庁r
橙色

内面―暗文あり、外面一体部ヘラ削り、
底部一削り出し高台      1/4残

土師器 酷
邦

5.盈 15.2,
赤・白色粒子を含
む 浅黄橙色

底部一回転糸切り痕、削り調整高台
1/躾

上師器 詭脚
―, 一, 9.2

密

赤色粒子を含む 燈色 ロクロによる撫で     高台部破片

土師器 皿
赤・ 口□紅子を含
む 橙色

内面―暗文ありぐ外面一体部下半～厩部回転ヘ

ラ削り、体部外面、墨書あり  口縁部一部欠損

土師器 皿 2■  132, 5.2 赤色粒子を含む 橙色
内lal― 暗文ぁり、外面一体部卜半～履部回転ヘラ
削り、体部正位(?)、 墨書あり 日縁部一部欠損

土師器 皿 2■ 白・赤色粒子、金
雲母を含む 明赤褐色

内面みこみ部一暗文あり、外面一体部下
半～底部回転ヘラ削り      1/3残

土師器 皿 2,7, 砂粒を含む
と(ユユ

内面一暗文あるが暦滅による不騨明、外面一
体部下半～底部回転ヘラ削り   3/4残

122 土師器 皿 27, 154, 6.0 砂粒を多く含む 橙色
内面―放射状暗文あり、外面一体部下半
～底部回転ヘラ削り       3/5残

土師器 皿 ―. ―. 6.0
細かい白色粒子を
多く、赤色粒子を
少々含む

橙色
浅黄桂色
一部黒変

内面―暗文、刻み目あり、外面一体部下
半～底部回転ヘラ削り   口縁部欠損

土師器 皿
白。赤色減子を含
む

橙色
みこみ部一部黒変

内面―暗文あり、外面一体部下半～属部
回転ヘラ削り          1/4残

土師器 皿 2.3, 128, 6.8 赤・ 白色粒子を含
む

にぶい橙色
にかい褐色

外画一体部下半～底部回転ヘラほuり 、厩
部一墨書あり「足J?     1/狭

土師器 皿 ―。 15.2, 一 橙色
内面一渦巻状暗文あり、外面一体部下半～底
部回転ヘラ削り   口縁部、体部一部破片

土師器 皿 ―, 14.6, 一 赤・ 自色粒子含む 捜色 文
あ・暗筆

輌
面．

刻み目があるが不鮮明、外
破片

土師器 皿 ―. 12,7. 一 赤色泣子を含む 橙色 内面―暗文あり          破片

土師器 皿 2a 131, 4.9 橙色
内面―放射状暗文あり、外面一体部下半
～底部回転ヘラ削り      2/3残

土師器 皿 2■ 14.3, 55 砂粒を含む 橙色
内面一暗文あり、外面一体部下半～底部
回転ヘラ削り     日縁部一部欠損

土師器 皿 2.α 13.2. 60
白
む

。
含

赤
を

・黒色粒子 橙色
一部浅黄橙色

内面一放射状暗文あり、外面一体部下半
～底部回転ヘラ削り  回縁部一部欠損

土師器 皿 2■
金雲母、細かい砂
粒を含む

橙色
外面下部にぶい黄
種色と灰色

内面一暗文あり、外面一体部下半～底部
回転ヘラ削り         1/2残

土師器 皿 13.&
赤・白色泣子を含
む

橙色
内面―暗文、刻目あり、外面一体部下半
～底部回転ヘラ削り      1/3残

土師器 皿 2.a 白・赤色粒子を含
む

橙色
内面一暗文あり、外面一体部下半～底部
回転ヘラ削り         1/2残

土師器 皿 3.虫 146, 6.2
赤・ 日巴種十を目
′「

黄橙色
外面一体部下半～属部回転ヘラ脅Ⅲり

2/3残
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛碩酔 整形・ 特徴 。その他
器高。日径・底径

土師器 皿 27,  142,  6.4 密
橙色
一部にぶい橙色

外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
1/4残

上師器 皿 2岳 142, 赤 。白色粒子を含
む 橙色

外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
口縁部一部欠損

土師器 皿 2■ 密
浅橙色
にぶい橙色

内面―みこみ部に暗文あり、外面一体部
下半～底部回転ヘラ削り     破片

土師器 皿 24,  155,  70
色白赤

む含ヽ
母
を

雲
子

金
粒 橙色 寃層轟轡製賛夢誘,り

、外面一体≫石済
土師器 皿 24, 13.Q 63 赤 。自色粒子を含

′「
褪赤褐色 内面一暗文あり、外面一体部下半～底部

回転ヘラ削り         1/2残
土師器 皿 26,  128, 5。 1 自色粒子を含む 黄橙色 内面―ひっかきキズあり     破片

土師器 皿 1乳  13.α 67 白色粒子を含む 橙色
内面―墨付着、外面一体部下半～底部回
転ヘラ削り       口縁部一部欠損

土師器 皿 2α 15,4, 6.0
密
赤色粒子を含む 橙色

外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
破片

1■ 土師器 皿 2.5,  147,  66
密

赤。白色粒子を合
む

橙色
内外面一横撫で、外面一体部下半～底部
回転ヘラ削り  底部・ 口縁部一部欠損

土師器 皿 2.α 13.2, 53
赤
む

白色粒子を含 明赤褐色
赤灰色

内面―うず巻状暗文あり、外面一体部]
半～底部回転ヘラ削り 口縁部一部欠催

土師器 皿 24 15.1, 7.2
白
む

い
含

粗
を

。赤色粒子
橙色

内外lal―積撫で、外面一体部下半～匠ギ
回転ヘラ削り         1/4を

土師器 皿 24, 15.缶 6.4 赤色粒子を含む 浅黄橙色
口縁部橙色

内外面一横撫で、外面一体部下半～底部
回転ヘラ削り           破片

土師器 皿 26,  15.5,  6.5 粗い砂粒を含む 明赤褐色 外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
□綴 部・ 底認 一 銘 貨椙

土師器 皿 29 14_α  6.0
赤
む

白色粒子を含
橙色 外面一体部下半～底部回転ヘラ削り 完形

土師器 皿 ―, 156, 一 白・ 赤色粒子を含
む 橙色 外面一体部下半ヘラ削り    1/3残

土師器 皿 2α  144. 50 白・ 黒色粒子を含
む

橙色
浅黄橙色

外面一体部下半～底部回転ヘラ削り
1/5残

土師器 皿 2a 144, 58 白色粒子を含む 黒色
内外面ともに黒色で丁寧な磨きが施され
ている。             1/2残

土師器 養 ―. 285, 一 金熟 、日雹瓶可
を含む 暗赤褐色 内面一口縁部横刷毛日、外面―頸部より

胴部縦刷毛目        口縁部破片

土師器 甕 ―, 240, 一
盆要母、日種殖E可

み合′,

にぶい赤褐色
膳未幅角 内面―横刷毛日、外面―縦刷毛目 破片

土師器 甕 ―. ―. 12.6
赤色種よ 卸 、
子時 手FI‡ |

にぶい橙色 梁星晨横刷毛目、外面司難輪紬
上師器 妻 ―. 282, 一 金雲母、自色粒ヨ

を含む 明赤褐色 内面一磨き、外面―縦刷毛目   破片

土師器 憂 ―, 194, 一 金雲母を含む にかい赤褐色 内面一横刷毛目、外面一縦刷毛目 破片

土師器 甕 ―, 一, 10 砂粒を含む
にかい褐色
にぶい黄褐色

内面―横刷毛目、外面一涌
太菫痛        l 離船

‥目、綱
土師器 樫

菱
―, 11,7, 一 細かい砂粒を含む にぶい黄橙色 内外面―横撫で      口縁部破片

160 土師器 拠
甕

―. 17α  ― 釜熱 、υ狂を冨
む

にぶい赤褐色 内面一横刷毛目、外面―縦刷毛目
口縁部破片

土師器 甕 ―. ―.88 金雲母、黒色粒ヨ
を含む

色褐
色

明
褐 案霙晨

横刷毛目、外面一鰤 峰
強 結

土師器
型
監 123,

金雲母、砂粒を含
む

にぶい黄橙色 底部一回転糸切り痕      2/5残

168 土師器
理
艶

金雲母、砂粒を含
む

色
馳

褐
赤

赤
明

内面―横刷毛日、外面一縦刷毛目
口縁部破片

164 土師器 憂 ―, 一, 88
日・ 黒 巴 種 十 、 金

雲母を多量に含む
明赤 褐 色

赤褐色
内面一横刷毛日、外面一縦刷毛目

朽

土師器 慨
甕

―, 一, 69
金雲母、
む

砂粒を含 にぶい黄橙色
にぶい橙色

目毛
痕

鯛
助

一
糸

緬
部．

胴部下半ヘラ削り、底
胴部～胴部破片

土師器 樫
甕

―. 13.8. 一 砂粒を含む にぶい黄橙色 内外面―横撫で   日縁部～胴部破片

土師器
/1ゼ型 ―。 136. ― 多重 の金 要 再 、 炒

粒を含む
にぶい赤褐色
橙色

内面一口縁部横刷毛日、外面一縦刷毛目
□縁部 ～ m榊 片

168 土師器
菱式
鉢

―, 37.3, 
‐― 金雲母、自色粒子

を合む 橙色
内面一日縁部横刷毛日、外面―顕部より
体部縦刷毛目        口縁部破片

上師質
の
日

輪
羽

―, 72, 一 粗い砂粒を含む にない橙色 手捏ね 破片
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(衆唇) 整形 。特徴 。その他
器高・口径・底径

土師質
の
口

輔
羽

―, 65, 一 粗い砂粒を含む
淡橙色
灰色
先頭部黒色

内径約1 6all、 先端部は、やや狭く溶融物
が付着している。         破片

鉄器

172 婢 刀

鰯 刀子

鉄器 刀子

鉄器 刃子 ?

鉄器

鉄器

鉄器 不明

婢

180 鉄器

婦

182 鉄器

鰯 刀子

この他に、鉄滓が出上している。

く6号住居址出土遺物〉 (第35・ 36図 )
(単位 cm)

番号 種 類 糾
法  量

胎  土 色調(界署) 整形・特徴 。その他
器高・口径。底径

1 土師器 邦 ―. 155. ― 白色粒子を含む 黒色
灰褐色

内黒、丁寧にみがかれている  2/5残

2 須恵器 論
皿

―. ―. 150
密
細かい黒色粒子を
含む

にぶい黄橙色
にぶい黄褐色

ロクロによる撫で、底部回転ヘラ削りが
みられる       底部～体部破片

3 須恵器 壼
細かい白色粒子を
含む

灰色
黄灰色

ロクロ整形         体部破片

4 土師器 郷 65, 16.Q 80 自。赤・黒色粒子
を含む

黒色
にぶい黄橙色

内黒、底部回転糸切り痕    2/5残

5 土師器 雰 ―. ―. 6.4
金雲母、赤色粒子、
白色粒子を含む

黒色
明褐色

内黒、内面一体部～みこみ部暗文、外面一

体部下半～底部回転ヘラ削り  2/3残

土師器 郭
細かい白・赤色粒
子を含む 橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半～底部
回転ヘラ削り      体部一部欠損

7 土師器 郭 l■α 赤色粒子を含む 橙色
浅黄橙色

内面―暗文あり、外面一体部下半～底部
外周回転ヘラ削り       1/4残

土師器 郭 3a 10.8, 60 赤色粒子を含む 橙色
内面一暗文あり、外面一墨書がみられる、
底部ヘラ削り          破片

土師器 不 4.1,  11.6, 4.4
白。赤・黒色粒子
を含む 橙色

内面―花弁状暗文、外面―ヘラ削り
底部一部欠損

土師器 郭 3.乳 11吼 4,6
白・赤色粒子を合
む

橙色
にぶい赤褐色

内面―暗文あり、外面一ヘラ削り、墨書
あり             3/5残

土師器 郭 5.4,  154, 67
粗めの赤。白色粒
子を含む

色
色

黒
橙

内黒、内面一暗文あり、外面一体部下半～底
部にかけて回転ヘラ削り、底部―削り出し高
台だが雑なつくりで一部段差がない 1/残

上師器 皿 2.a 12.0, 54 赤色粒子を含む 橙色
内面一うず巻状暗文、外面一回転ヘラ削
り              1/3残

土師器 皿 2a 120, 赤・ 白色粒子を少
量含む 橙色

内面―うず巻状暗文、外面一体部下半～
底部回転ヘラ削り       1/3残

土師器 皿
粗い赤色粒子を含
む 橙色

内面―うず巻状暗文、外面一底部回転ヘ
ラ肖Jり                  効

土師器 皿 2.1,  13.7, 5,6 赤色粒子を含む
にかい橙色
橙色

内面一うず巻状暗文、外面一体部下半～
底部手持ちヘラ削り、       破片

土師器 皿 2働  134, 5.0 赤色粒子を含む 灰白色
黒色

外面一体部下半～底部にかけて回転ヘラ
削り            1/3残

土師器 皿 ―, 14.7, 一
赤。白・黒色粒子
を含む 橙色

内面一暗文、外面一体部下半ヘラ削り｀ 破片

上師器 皿 2名 赤・ 白色泣子を含
む 橙色

内面一暗文、外面一体部下半～底部手持
ちヘラ削り           破片
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番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛曖酔 整形 。特徴 。その他
器高。日径・底径

上師器 郵
日・ 黒・ 赤色粒子
を含む

黒色
にぶい曽籍色 内黒、外面一墨書あり 破片

土師器 郭
綱かい黒 。自・赤
色粒子を含む 橙色 外面一墨書あり          破片

土師器 邦 黒色粒子を含む 黒色
にぶい黄橙色

内黒、外面一墨書あり 破片

土師器 粗い赤色粒子を含む 明赤褐色 外面 一墨 書 あ b         破 片

土師器 皿
黒巴 租 十 を 冨

橙色 9罰 5P璽嘗強げ文、
外面―底部号覆F

土師器 邪
1かい口 。赤色粒
4歩合どr 明褐色 外面―墨書あり          破片

土師器 郷 赤色粒子を含む 明赤褐色 外面一墨書あり          破片

土師器 樫
甕

粗い砂粒を含む にかい黄橙色 外面―かき目がみられる     破片

土師器 霊 ―, 一,9,8
金雲母、粗い砂粒
を多量に含む

黒褐色
にぶい褐色 習F愚課鷲興製覆屠ち

外面一胴ヨ
`4脳許

土師器 甕 38.α  288, 9,9
金雲母、砂粒を含
む 明赤褐色

内面―胴部横刷毛日、外面―胴部縦刷:

日、底部に木棄痕あり    胴部欠朝

番号 種 類 器形
法  量

胎  土 色調(A目 ) 整形・特徴。その他
器高。日径・底径

1 須恵器 一望
白・黒色粒子を含
む 灰白色 る 

°による撫で、 目然 IEIがか
森覇辞

2
灰釉
陶器

蓋 微砂粒を含む 灰乳白色
釉薬による緑色

ロクロ水挽き、外面施釉     破片

3 蜘
船

望 ―, 一,8.0
密
黒色粒子を含む

灰白色 後口製手即理象輛 暗捕酔

く7号住居址出土遺物〉 (第37図 )

(8号住居址出+浩物〉 (第38図 )

(1号掘立柱建物址出土遺物〉 (第39図 )

(単位 cm)

(単位 cm)

(単位 cm)

番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛伐酔 整形・特徴。その他
器高・口径。底径

l 須恵器 雨郭
―, 一,8.2

日・ 黒巴租すを富
′:

灰色
ロクロによる撫で、高台郷、底部回転糸
切後ヘラ削り          2/5残

土師器 皿
少量の赤色、日色
粒子を含む 橙色

底から体部下方に同って回転ヘラ肖
!夕 5残

土師器 皿 14.α 赤色粒子を含む 橙色
内面一みこみ部暗文あり、外面一回転ヘ
ラ肖Uり                1/α残

土師器 皿 2.6, 13.7, 58 赤色粒子を含む 種色
明赤褐色

内面一うず巻暗文、外面一体部下半～底部
にかけて回転ヘラ削り  口縁部一部欠損

5 土師器 邦 3.乳 1■働 赤色粒子を含む 橙色
にぶい橙色

守▼正禁栞曽

`魚

名と森載手拿兵9観写
;掻

6 土師器 邦 11.2.
細かい赤・自色粒
子を含む

i橙色 内面―暗文あり、外面一ヘラ削り、底部一
回転糸切り後ヘラ削り  体部一部欠損

7 土師器 郭 3a 127, 5.2 少量の自色粒子を
含む

浅黄橙色
外面一体部下半～底部不鮮明なヘラ削り

1/5残

8 土師器 郷 3.缶 11.0, 50
赤色種子と細ゆい日・
黒色粒子を合む

にぶい橙色
円回 一化冴 状 暗 又 、 /1・ 回 ―ほ 司6～葎 司S卜

半ヘラ削り          3/5残

番号 種 類 器形
法  量

胎  土 鯛嶼酔 整形・特徴。その他
器高・口径・底径

1 須恵器 蓋 ―, 17.0, 一 白色粒子を含む 灰色 転用硯 1/3残

2 須恵器 甕 ―. ―. 17.4 密、砂粒を含む 灰色 外面叩目 底部破片

3 土師器 皿 2缶  130, 50 赤色粒子を含む 赤褐色
内面渦巻状暗文、体部下半～底部回転ヘ

ラ削り       i日 縁部一部欠損

4 土師器 皿 3島  140, 6.6
赤色粒子
微砂粒を含む 褪赤褐色

体部下半～底部回転ヘラ削り、磨滅によ

盪ぢえ:く
が`みこみ部に放射状暗文ど

土師器 不 赤色粒子を含む 褪赤褐色
内面―暗文あり、体部横位墨書

口縁部～体部破片
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第14図  1号住居址出+番物 (1/4)
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第21図 3号住居址出土遺物 (1/4)
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327図 5号佳居址出土遺物 (1/4)
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第37図  7号佳居址出+浩物 (1/4)

8号佳居址出+常物 (1/4)
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第39図  1号掘立柱建物址出+浩物

Kin持外出+帝物〉 (第40・ 41図 )

∞

細

鯉

番号 種 類 紡
法  量

胎  土 翻銭酔 整形・特徴。その他
器高・回径・底径

1 須恵器 邦 37,  138, 6.4 白色粒子を多量に含む 灰色 履部―糸切り後外周手持ちヘラ削り 日脚
2 須恵器 郷 4Q 132. 白色粒子を含む 灰色 履部一回転糸切り後外周ヘラ削り 1/2残
3 須恵器 邦 4缶  110, 6.4 白色粒子を含む 灰オリープ色 底部一回転糸切り痕      2/3残
4 須恵器 郭 3.a l13, 59 白・黒色泣子を含

む
灰色
口縁部橙色 底部一回転糸切り痕      1/6残

5 須恵器 邦 12.名
粗い白色粒子と細か
い白色粒子を含む 灰色 底部―ヘラ削り        1/残

6 須恵器 富釧 6.1, 16.缶  107 自・ 示・望角衛平手会′: 褐灰色 底部一回転ヘラ削り、付高台  2/5残
7 須恵器 鉢 ―, 15.駐  ― 日・赤色粒子を含

む
にかい赤褐色
灰色 回縁～体部の破片

―-50-―



第40図 遺持外出+浩物 (1/4)
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第41図 遺持外出土遺物 (1/4)

9

番号 種 類 税
法  量

胎  土 鯛幌酔 整形・特徴 。その他
器高・口径・底径

須恵器 壷 白色粒子を含む
オリープ火色
灰白色

外面一縦方向刷毛目     体部破片

須恵器 甕 白色粒子を含む
橙色
にぶい橙色

叩き目あり            破片

須意器 養 白色粒子を合む 覆色
にぶい橙色 叩き目あり           破片

灰釉
陶器

皿 ―, 一, 94
胆い自色粒子、黒
色粒子を含む 灰白色

内画―袖薬ハケかけ、外面一ヘラHlり 、
付高台            底部破片

土師器
盤

の
3釘 13.a 亦・ 黒 巴 柾 す を冨

ユ「
整色

撫で、底部―静止糸切り後外周ヘラ削り
4/5残

土師器 邦
金雲母、白。赤色
粒子を含む 橙色

内面一体部横or斜ヘラ磨き、みこみ部―
放射状ヘラ磨き、外面―縦方向ヘラ磨き
底部―ヘラ削り後磨き      1/5残

土師器 郭 5& 152. 赤・白色粒子、金
雲母を含む 橙色

内面―暗文、磨滅によりやや不鮮明、み
こみ部一暗文、底部一切り離し後外周ヘ
ラ肖Jり                1ノ /4残

土師器 不 4α 細かい金雲母、赤
色粒子を含む 橙色

内面一体部暗文、みこみ部一暗文、外面―
体部回転ヘラ削り、体部に線刻あり、底
部一回転糸切り後、外周ヘラ削り 1/3残

土師器 詭
郭

白・赤色粒子を含
む 橙色

内、外面―暦かれている。底部―付け目
台 (?)、 回転ヘラ削り     1/5残

土師器 話
邦

5& 16.3, 6.7 粗い赤・白色粒子
を含む

黒色
にぶい黄橙色

内黒、内面―丁寧に磨かれ器面を密にし
てある。外面―下半回転ヘラ削り、底部―
付高台の後削り出している。   2/5残

-52-



需 種 類 器形
法  量

胎  t土 色調(内面。外面) 整形。特徴。その他
器高。日径・底径

上師器 郭 ―. ―. 8_0
赤色粒子、金雲母
を含む

燈色
にぶい橙色

みこみ部一暗文、底部一ヘラ削り後墨書
底部破片

土師器 郭
細かい赤・ 自色絃
子を含む 明赤褐色 墨書あり            破片

土師器 邦
細かい赤色粒子を
誓|ユ r

にない橙色
構色 墨書あり             破片

土師器 皿 1■ 140, 62 亦 °日巴狂 す を冨
む 笹色 突冒Hllげ

文あり、外面一体部下
靱

石器

石器

石器

石器

鉄器

―-53-―



Ⅵ 宮ノ前第 3遺跡出土漆紙文書

平 川   南 (国立歴史民俗博物館)

1 出 土 地 点

竪穴住居跡 (5号住居址)は、東側が未調査であるが、南北約 7m70cmを はかる。柱穴はな

いが、石が規則的に 3ケ 所検出され、位置的にも柱を受ける礎石と判断できる。

漆紙は、この住居跡の南東側の覆土中から出上 した。

2形  状

漆紙の状態は、 2つのケースが想定される。 2紙の場合。 2紙の漆面を重ね合わせて廃葉し

たもの。 1紙の場合。漆面を中に折りたたんだものである。しかし、わずか 7 cm× 2 cmほ どし

か残存 していないので、上記のいずれかは決しがたい。

漆紙は、現状において 2紙ともに墨痕を確認できる。墨痕は、文字と線状に描いたものとの

2種類である。墨線は幅約 2皿ほどあることから墨界線ではありえない。片面では、文字と線

状に描いたものとが重複している箇所がある。

おそらく、 1紙の向由に書かれた文字と線状のものがにじみ出て、片面からで表裏の墨痕を

確認できるのであろう。

3内  容

解読できる文字はわずか 1文字で、上部を欠 くので、推定するほかないが、「奈」または

「祭」などをあげることができる。したがって、内容は不明といわざるをえない。文字は約1,5

～ 2 cm近 く比較的大きな文字であり、また、行間が約 2 cm以上と推定されることから推して、

帳簿類ではなく、通常の文書ではないかと考えられる。

第42図 5号佳居址出土漆紙文書
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Ⅶ  ま と

今回の調査によって発見された遺構は、竪穴住居址 6軒、堀立柱建物址 1軒で、各遺構から出

上 した遺物を、甲斐型土器研究グループによる編年 (『甲斐型土器―その編年と年代―』1992山

梨県考古学協会)に基づいて時期分類すると、 7号住居址は不明であるが、 1号・ 3号・ 5号住

居址はⅧ期 (9世紀前半後葉)、 6号・ 8号住居址・ 1号掘立柱建物址はⅧ～Ⅸ期 (9世紀前半

後葉～中頃)、 4号住居址はⅨ期 (9世紀中頃前後)と なる。竪穴住居址は平面形態が方形乃至

長方形を呈するもので、規模は一辺 8m前後・ 6m・ 3m50cmの大 。中・ 小の大きさが見られる

が、大型住居はⅧ期、中型住居はⅧ～Ⅸ期となり、時期区分され、さらにそれらは 1号→ 5号→

3号、8号→ 6号→ 4号といった時間的な差が考えられる。デ辺 8m前後の大型住居は県内では

あまり類例がなく、宮ノ前遺跡の大型住居でも6～ 7m代が 7軒で3m前後代は 1軒と少なく、

しかもそれはⅥ期 (8世紀後半後葉)の段階で、Ⅷ期となると6m前後代であり、本遺跡の住居

址が同時期では飛び抜けて大きいことがわかる。何故大型住居がここに集中するのか俄かには説

明がつかないが、柱を受ける礎石をもつ 5号住居址のように通常の竪穴住居とは異なった形態が

みられる点や漆紙文書の存在等、また本遺跡のなかでは中型の4号住居址も一辺 6mと 、宮ノ前

遺跡等他遺跡の住居址と比較すると割りと大きな竪穴であり、小鍛冶遺構をともなうという特徴

をもつことなど、検討素材はありそうである。しかし本遺跡は当時の集落のほんの一部分を発掘

調査したにすぎないものであり詳細までは不明と言わざるを得ない。

各遺構から出上 した遺物は当時の上師器・ 須恵器の生活用品が中心であり、大型住居からは住

居の大きさに比例して数多くの遺物が取り上げられ、他からも良好な資料が得られた。なかでも

墨書・ 刻書土器は、 1号住居址からは須恵器に「傘」 1点、土師器に「田」 9点・「上」 2点・

「早」 1点・ 不明 4点・刻書 3点、 3号住居址からは須恵器に「田」 2点 。
「仲」 1点・不明 2点、

土師器に「田」 1点 。「上」 2点・不明 3点、 4号住居址からは土師器に「足 (?)」 1点・「上」

1点・「】□ 1点・不明 1点、 5号住居址からは上師器に「戸殿」 1点・「上」 7点・□日 1点・

「田」 3点 。「足 (?)」 1点・ 不明17点・刻書 1点、 6号住居址からは土師器に「丁」 1点・「足

(?)」 1点・「上」 1点・不明 7点、 1号堀立柱建物址からは土師器に「足 (?)」 1点、遺構外

からは土師器に「田」 1点・ 不明 2点が出上 している。墨書土器は集落内での祭祀 。儀礼にかか

わる遺物とか、集団の標識といった見方がなされている。また文字資料としては、破片ではある

が県内初の例である漆紙文書が出上 し、貴重な発見となっており、今後の発掘調査において県内

でも漆紙文書出土例が増えることが予想される。その他鉄器の出土や小鍛冶遺構は鉄製品の消費

や流通を考える上で重要である。

おわりに、本報告は限られた時間の中での作業によってまとめられたものであり、遺構と各遺

構から出上 した遺物を中心に資料化を試み、それらを掲載・ 提示にすぎない。調査の成果と資料

の検討・ 考察が行われず、不充分なことは否めないが、今後の調査研究に資すれば幸いである。

め
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図 版 1

1号・ 7号住居址 6号住居址

3号住居址 1号掘立柱建物址

4号住居址 発掘風景

5号住居址 遺跡近景



図 版 2
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図 版 3
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図 版 4

1院に
4号住居址出土遺物

整理作業風景



図 版 5

饉r. |
漆紙文書 (赤外線テレビ写真)

5号住居址出土遺物



図 版 6

6号住居址出土遺物

8号住居址出土遺物

1号掘立柱建物址出土遺物

遺構外出土遺物
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